
相 模 原 市 河 川 維 持 管 理 計 画 概 要 版
１．背景・目的及び位置付け

昭和４０年代から河川改修事業を進めている中、経年劣化による河川施
設自体の老朽化や河床洗掘等の河川特有の外的要因による施設の機能
低下が近年顕著になっている。

○背景

○目的

○計画期間
３０年間（平成２９年度～平成５８年度）

・最適な維持管理方法への転換を行うことで、安全性と信頼性を確保す
るとともに、河川施設の長寿命化を図り、維持管理・更新費用を縮減・平
準化する。
・サイクル型の維持管理体系を確立し、維持管理業務を確実に推進する
仕組みを構築する。

新 ・ 相 模 原 市 総 合 計 画

相模原市公共施設等の総合的・計画的な管理に関する基本的な考え方
（公共施設等総合管理計画） Ｈ27.3

公共施設の保全・利活用基本指針
（Ｈ25.10策定）

相模原市土木施設維持管理基本方針
（Ｈ25.12策定）

個別施設計画

相模原市橋りょう長寿命化修繕計画（Ｈ23.10策定）

相模原市道路施設長寿命化修繕計画（Ｈ28.3策定）

相模原市河川維持管理計画（本計画）

相模原市下水道施設維持管理計画（Ｈ26.3策定）

○位置付け
『相模原市公共施設等の総合的・計画的な管理に関する基本的な考え
方』（公共施設等総合管理計画）及び平成２５年１２月に策定した土木施設
全体の考え方を取りまとめた『相模原市土木施設維持管理基本方針』に
基づき、河川施設の維持管理における具体的な取組についてまとめたも
のである。

２．管理河川

３．維持管理計画の運用方法 ６．維持管理対策

凡 例

：一級河川（国、県管理河川） １０河川 ：一級河川（河川法１６条の３） ３河川

：二級河川（県管理河川） ３河川 ：準用河川（市管理河川） ３河川

：市庁舎 ●：区役所

南区

緑区

千歳橋

一級河川鳩川 一級河川道保川

一級河川鳩川分水路

準用河川八瀬川

準用河川鳩川
中央区

準用河川姥川

管理用
通路 護岸 河道

管理用
通路護岸背後地 背後地

河川区域

○管理河川

○管理施設

○従来の管理方法

○今後の維持管理の考え方

・対処療法的な対策を実施
・職員の経験による優先度の設定

・適正な管理水準の設定
・状態把握方法・対策優先度評価方法の確立
・評価と見直しのサイクル（ＰＤＣＡ）を活用した計画

維持管理計画
（管理目標の設定）

維持管理計画の評価・分析
（計画全体の進捗を評価・分析）

維持管理計画の更新
（計画の見直し）

Ｃ

施設の点検 評価・分析

対策の実施履歴の記録

Ａ Ｐ

Ｄ

維持管理計画の実施
（施設の対策を実施）

耐久性、安全性、快適性及び経済性を踏まえた施設の要
求性能を設定

○要求性能

・管理水準の区分化
・事後保全型の管理手法の転換

○管理水準と維持管理手法

４．管理目標の設定

５．状態把握・評価

損傷度 損傷内容

Ｓ１ 異常なし

Ｓ２ 経過観察段階

Ｓ３ 予防保全段階

Ｓ４ 要対策段階

点検区分 頻度

日常点検 適宜

定期点検 １回／年

特殊点検 １回／５年

緊急点検 適宜

○状態把握の方法及び評価の方法

・正確な状態把握のための点検区分を設定し、損傷度の
度合いに応じて４段階に分け評価する。

損傷
度区分

背後地区分 背後地影響【大】 背後地影響【中】 背後地影響【小】

施設区分
護岸

河道

護岸

河道

護岸

河道

洗掘 堆積 洗掘 堆積 洗掘 堆積

Ｓ１ 対策不要 Ｈ１ Ｈ１ Ｈ１

Ｓ２ 経過観察段階 Ｈ５ Ｈ３ Ｈ２ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ１

Ｓ３ 予防保全段階
Ｈ８ Ｈ７

Ｈ６ Ｈ５ Ｈ４ Ｈ２

Ｓ４ 要対策段階 Ｈ８ Ｈ７ Ｈ６ Ｈ５

施設の損傷度評価を基に、背後地条件、施設の重要度条件を併せた総合優先度を設定

○対策箇所の優先度

・想定費用 約２７億円／３０年（従来型管理の継続では約３２億円）

・財源として 市債充当の継続 、 既存整備事業費の事業完了後の活用

総合優先度（ 優先度 小Ｈ１ 優先度大Ｈ８ ）

３０年後には累計約５億円の削減となる 約３２億円

約２７億円

市債の継続

既存整備事業費の活用

短期対策計画（重点施策）期間
中長期対策計画期

施設の予防保全に係る対策期間

◇短期対策計画（重点施策）

主にＨ８の対策
・準用河川鳩川 ： 未改修区間の柵渠の損傷対策

・準用河川姥川 ： 河床洗掘対策

◇中長期対策計画

主に予防保全の対策

・柵渠の予防保全修繕

・河床堆積・洗掘予防保全修繕

・護岸の予防保全修繕

○対策費用の考え方

○対策の実施方針

護岸と河道 ： 予防保全型の管理手法

管理用通路 ： 事後保全型の管理手法


